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書籍 『早わかり防災マニュアル』
日本出版制作センターから好評発売中！

●B6変形判 ・ 236 頁　

●定価 ：本体 1,650 円 （税込）

https://www.center-net.jp/sale_detail/101
で発売中！

非常食検索サイトはこちら
https://center-net.jp/hijyoushoku
・ 各社の通販サイトへリンク→注文できます

書籍、 e-book の販売サイトが出来ま
した！どうぞご利用ください。
https://www.center-net.jp/sales
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処理水の風評対策　
他省庁連携も　梶山経産相、
福島第一原発の廃炉現場視察

　東京電力福島第一原子力発電所事故現場で汚染された冷却水や地下水、 雨水などからトリチウム
を除く 62 核種と大部分の核物質を取り除いた処理水の廃炉現場での貯蔵が 22 年夏に限界を迎え
る事態を前に、 風評防止も視野に処分方法の本格的な議論が 「多核種除去設備等処理水の取扱
いに関する小委員会」 で今夏から始まっている中で、 11 月 3 日に同所を訪れた梶山弘志経済産業
大臣は、 多核種除去設備 （ALPS） を視察した後、 記者団に対し 「風評被害への対策というものも
じっくりと考えていかなければならない」 と語った。 「まずは、小委員会の議論しっかりと尽くした上で、
科学的な裏付けも含めて風評対策を経済産業省あるいは他の省庁とも連携しながら対応していきた
い」 とした。
　梶山氏は 「タンクを見てかなりの量の処理水がたまっているなということを直感した。 ALPS で浄化
処理した水の扱いについては地元関係者のご意見も聞きながら、 あらゆる選択肢について小委員会
で総合的に議論をしているところだ。 スケジュールありきではなく、 まずは小委員会で必要な議論を
尽くすことが重要」 との見解も示した。
　処分方法について国民的合意を形成するため、国、東京電力、マスメディア、国民に何ができるか、
何をしなければならないかについての日本食糧新聞の質問に対し 「それぞれのはっきりとした役割
について私が申し上げることは持っていないが、 小委員会での議論を、 科学的な技術的な裏付けを
基にしっかりと話をしていく。 一般的な知識と合わせて、 どう説明していくか、 海外も含めてということ
にもなるから、地域の方々、全国の方々、それを必要とする世界中の方々に伝わるような広報の仕方、
説得の仕方が必要になると思う」 と応じた。 その上で 「これまでも、 漁協からの協力もいただいて海
産物のモニタリングもしてきている。 そういった資料も合わせて、 どうなるかということを、 ただ大丈夫
だということではなく、 説明をして安心を得たい」 との思いを語った。
　今回の視察は、 菅直人民主党政権下、 隣県 ・ 茨城県選出の野党自民党の議員で同党福島対策
チームの一員として訪問して以来の 7 年ぶり。 「当時と比べると汚染水対策が進ちょくしているという
感じを持った。 作業環境が大きく改善しているということを感じたわけだが、 まだまだ大切な作業があ
る、 また緊張感をもって臨まなければならない仕事もあるということで、 東電の社長とも緊張感をもっ
てという話をさせていただいたところ。 今後とも被災地を訪問し現場主義で復興に向けて取り組んで
いきたい」 と記者団にコメントした。
　「私自身、 発災直後もこの近辺に来ていて、 当時、 野党ではあったが、 自民党の福島対策チーム
の一員でもあった。避難をしているところにうかがったり、埼玉県に町ごと避難しているところにうかがっ
たりしていた。 対応策のやりとりをさせていただいて、 事故の甚大さを十分に感じている。 私も隣県と
いうことで、 風評被害の大きさも感じている。 そういったものもしっかりと念頭に置きながら対策を全力
で行っていきたいと感じている」 とした。

（日本食糧新聞社　http://news.nissyoku.co.jp/ より）

　　

今の非常食、色々ありますが美味しいです。
小学校でも防災キャンプって言って、ポリ
袋でご飯炊いたり非常食食べたりするんで
すよ
@tochitoru　さんより
22:55 - 2019 年 11 月 6 日

防災話。徒歩通勤の間は、職場に自力帰宅
に必要な最低限のモノと、自宅の備えだけ
でよかったんだが、電車通勤になったので
持ち歩きポーチも少し整備してみた。3 年
くらい前、県央←→横浜電車通勤時代に作っ
たもの。携帯ミニラジオの電池とカイロの
使用期限切れてた。電池だけ取り急ぎ入れ
替え。
@oliba_maruko　さんより
21:44 - 2019 年 11 月 4 日 

備蓄管理アプリあるんですが、可愛いのが
なくて
可愛さは要らないかもしれませんが、
備蓄も資産なので、楽しみながらストック
したい。例えば期限間近になると爆弾持っ
てアワアワしてるくまさんやらわんことか
の可愛いキャラクターでお知らせ。とかだ
と親子で楽しく防災意識持てるかなって
@5dvHclPk0sUVrFK　さんより
15:57 - 2019 年 11 月 3 日 
 首里城に続いて白川郷で火災って…。
普段の防災意識や訓練って大事なことだな、
と放水訓練の映像を見て思う
@kurimasha　さんより
17:47 - 2019 年 11 月 4 日 
 

サッポロビール、ビール類の賞味期限延長
食品ロス削減へ
　

　サッポロビールはビール類の賞味期限を 3 ヵ月延長する。 現
行の 9 ヵ月から 12 ヵ月に延長し食品ロス削減につなげる。 20
年 3 月 1 日製造分から順次切り替え、製造時期表示も「年月旬」
から 「年月」 に変更する。 SM などの量販店にとっては、 在庫
管理の手間を軽減できるほか販売機会の損失を減らす効果が
期待できる。
　10 月 1 日に施行した 「食品ロス削減の推進に関する法律」 を
踏まえ実施する。8日の発表会で三上浩嗣経営戦略部長は、「日
本のビール業界に先駆けて行う」 と説明した。
　賞味期限を延長するのは、 主力の 「黒ラベル」 を含むビール
や発泡酒、 新ジャンルといった通年販売の瓶 ・ 缶製品が対象。
業務用を中心とした樽容器は含まれない。 ノンアルコールビー
ルテイスト商品の賞味期限はすでに 12 ヵ月だが、 製造時期表
示を年月へ変更する。
　新たに設けた賞味期限は、 香味の耐久性や濁度といった科

学的検証などを数年かけて検証した結果に基づき 1 年間と決めた。 延長後の製品は、 これまでと変
わらない品質を保って店頭に並ぶという。

（日本食糧新聞社　http://news.nissyoku.co.jp/ より）

　　

変更後の缶底




